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大阪YMCA救援・復興活動
これまでのかかわり

奇しくも戦後（敗戦） 50年の節l1に起った未曽有の阪神・淡路大地媒は夕tiは者、例壊家因をはじめ私たち

のライフラインに,y;人な被害をもたらしました。痰災から 1年が過ぎましたが、被災地は今なお偽痕は深

く残り、被災者のニーズはますます個別化し、滸在化し、深刻になってきています。贔齢者、障宮名、 (• 

供たち、外国人、そして家を失い、 i-I・：事をなくした多くの人逹は今なお苦しみを背flっています。このよ

うな犠牲0)•方、ひとつの光11)1がありました， それは多くの人達が「少しでもお役に、．f．ちたい」 「何かお f・伝

lヽ させてドさい」と救援 ・復快活動に ［ヽち卜がったことでした＂また、救援物資や義援金の提供などを通し

て人々の普意が屈けられました。大阪YMCAは戎災当初からさまざまな形でかかわってきました，多く

の方々の暖かい励ましと応援、協）Jに支えられてきましたn この活動の報告台は、これまでかかわってき

ました下記の研動を中心に紹介させて項きます。あらためて、みなさまがたのご支援に心から惑謝巾し上

げます：

l)人的派追 ・救援活動

震災発生後、大阪YMCAでは会員、生徒、教職員が個人として、スクッフとして、グループとして、 学校と し

てあらゆる形の救桜・復輿活動にかかわってきました C 大阪YMCAとしては、 tに西宮YMCAでの救援活

動に応援｀

2) l阻務I99iとして

・大阪YMCA救援対簑本部の窓「Iとして"

・全国YMCAの救拐束本部ギ務局として。

・市民ボランティア「応援する巾民の会」の窓口としてc

3)救援物資援UJJ

市民、団体、企業、 YMCAl関係者等からの救援物資が国内外から届

けられた。

tl)保金活動

街頭併金を始め、市民、団体、企業、 YMCA関係者など国内外か

ら義援金が1l:dけられた。
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国YMCA救援対策東本部としての

飯YMCA活動の記録
以下5ページまでの品録は 「阪神 ・淡路人震災救援

束本部報 (1J-117日～2月23日全21報）・大阪YMCA

（救援束本部発行）」から特記市項を発行日順に記し

たものであるu

●こうして救援活動がはじまった。

1月17日

•大阪YMCA総j渾、総務部長被災のため、七佐

堀館の貨任者3-6人が集まり緊急のミーテ

ィングを開く c

• 人市部長を救援対策本部長に決め、救援本部

を作る。

I J l 181::J 

• 大阪YMCAに館」もたちが染まり救援対策を 協

議する。

• YMCAの救援活動と LI 本YMCAの救援活動東

本部を大阪YMCAに臨き本部長をm中義宜
総↑：事とする2

• 大阪ポランティア協会、地域渇IIf.計画研究所に

大阪YMCAが幹市となり救援話動について考

え、 II木青年奉it協会や経l寸l連の社会貞献 l

パーセントクラプ等に呼びかける。II頃活動

している人たちのグループの協力関係で 「応援

する巾民の会」と名付け、発足 (,J~務局を大

阪YMCA国際・社会奉il：センクー内に硲1<) 

• 最初の物資である米物を大阪西YMCAは西，.:,；

市役所に届ける。

1月19[1

• 朝国境なさ医師団がlOt トラックで医名と物資、

（水、毛布、食料・米）を神戸YMCAに届けるし

• Af-ll（アジア保健研修所）0）医者とスクッフが

薬品を持参し神Iiに行く 。その後も薬吊をは

じめ医師・希護婦・必嬰物賓を届けるこ

• NHKの全国放送（ラジオ）で救援0) アッビー

ルをする．

1月20FI

●炊き出し隊20時30分に出発 給水）TJトラック

の］台を含む1li11l1j6台に物肉を満載して長田

区の両神戸YMCAへ深夜3時前に到沿。早

哨IYMCAの会員が長ll1地区に炊き 出しと水

の配給を行う 。

••••••••••
•••••
•••••••••••••
••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••
•••••••••
••••••••••••
••••••••••••••••••••••••

•••••••
•••••••••••••••.•

••...••••••

••••••••
•••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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1月2011-2)-12811 

• 現地ポランティア、現地統括スク ッ フの派迅

及びコーディネート作業c

• 倒瑕を免れた両宮、 一：宮、長1 11の各 YMCA を

救扱活動センクーとして、 1l l 20 LIからスク

ッフを派遣し、救援プロジェクトの謂査を行

う。神戸YMCAは建物が協んでいて活動停止

状態にあり．また．会目の中にはしくなられた

Jjや住居が全壊、平壊された方が多く 1i業再

聞は難しい"

●束本部および大阪YMCAの救援活動場所は1’§

宮YMCA、=．宮YMCA、西神戸YMCA、東憬地

域、芦粗、豊・,1・,地区 (YMCA)に拡がった。

• ポランティアは l」削しに集ま った。

L fl21日

• 国際如'1学校の学生、教職U38名も西宮 YM

CAに応援c
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が「 lヽ てもたって

もいられなくて」

と言ってその 11の

売上げ全額を名fl.j・。

YMCA会員、生徒

たちゃ般市民が義援金を持参した，

• お風呂のサーピス始まる（フィ ッ ト ネス ・ セン

クー）（松尼台幼稚園） 1 ll25日よ りヴェクセ

ルでも始まる

• 物賓の仕分けと配布．地域訪問と物iクi(/）配布 c

相談コーナー、受験生：Kームステイの受人を

開始し



I 1=12311 ~2511 

●通行人の給荼サービス（ワイズメンズク ラプ）

1月2311~2611 

• 「あしながおぱさんの会 I 約70(）名分の豚汁を

提供

1月2411

● |}り宮YMCAでうどん 50(）食(/)給食が始まる．

• 医師団の応援あり 。 看護、肋l月、朕療屈f↓Ili団の

診板補助、 診療Fli活動（石護婦の派追）。

l l1 25 11 

• 東本部対策会議を四宮YMCA で開催、 1月幽

地区YMCAの救援対策代よ勺者が同盟および西

芦{YMCAスタ ッフと現状における問題点およ

び今後の対応について協議する 2

• ポランティア派追コーディネー 1、 (4/7まで対

応）各抒録ポランティアの資格、特技をデー

クーペース化し、さまざまな団体、個人の個別

の要哨に対してコーディネートし、派逍、9

• 東灘区の木Jt．小学校、 神戸商船大学で神戸市の

支援を受け、被災名のホームステイの人選を

淵始．

• 地域ヘポケ ッ トラジオ (1,000台）、オー トパイ

用雨ガッパ (:{70沿）、各種テン 1• 守三宮Th1CA、

西宮YMCAに配仙

• 大阪市提供の l‘Hi和 1 i.40台山宮YMCAへ移送C

•大阪Y労佛糾合貝救援活動に合流

l 1-126日

• 人形l~I グルー プ（ゼペッ ト・南YMCA所属） 現

地派逍u

• （株）ニチョウや宝くじ 協会などから各種のテ

ントが西宮、 三宮YMCAにMiけられる。

1月2711

• こ＇飯の炊き出 しサーピス

• 京都YMCAスタ ッフ、レイマン ． ポランティ

ア・リーダー筈が西

宮・＝．宮YMCAへ緊

急に批l達した遺休安

in所4(）ヵ所で必要な
線香1500人分を愉送。

…•O 

1月27n

●全国YMCAからのスクッフ派逍依頼を開始。

2月中は名占屋、 hll台、東京、滋費、 横浜、 栃

木、山梨、‘ぷ山、北洵道などのYMCAから応援

スタッフが4泊 51こ1のII程で現地（西宮）人り。

欠員を大阪・余良YMCAで補充するシフ ト・ ア

レンジを行う。

• 2 J-1巾は第週 1回程度、現地にて救援本部会

議を開き、救援活動の兄直しをiすう ．救援活

動は長間化すると.:fiIIllする。

• THE YMCMI阪神大裳災特巣J臨時培刊号が、
発刊• 発行H は2/3 日、各YMCAへは2/5日（予

定）無料。義援金経金や街頭締金などに利lll“

なお、大阪行年も 2月中旬に臨時贈刊号1l阪神

大裳災特集Jを発行の予定。
I)129日

●鍼灸ポランティア（元専任乱紐Ii池永さんグル

ープ）を現地派遣。

I M3I日

• 大社小学校、西宮ll決9本育館、ルーテル教会の

3拠点でボランティア・リーダーによるゲーム

指祁を1}り始っ

2月IU

• 救援対策束本部を国際・社会奉仕センク ー内に

移動＂

2月3日

• 第 Zlnl救援木部会議が叫宮YMCAで開催。今

後の取組について協議する・今後の課閣は、現

在行っている第一次

救援活動を今H末に

は終（し、第 プ段階

に入るr測をする。
したがって今後の

救援活動は復興に

向けてプログラムを切り替え て行く 。

（心のケアー、レクレ ーション指導＾ヽ~-;)

• 翌中 rliで北YMCAが、豊 1 |1裳災支援セ ンク ー

の要，1iりを受けて支援活動開始。福祉ロー ラー

作戦 （家庭訪問、ご用！itIき）により、家のl罪J・

けや地域住民の疫望に応える。スク ッフ ・リー

ダー、リーダーOB 、̂↑を派逍して荷物の閉びl!•

迎船、民家のがれき・プロックの撤去作業、お

年寄りの介渡などシ



• 臨時診扱所の開設。
● 鍼灸診療所の開設 ( 17• 水10時～16時）

●子供の心のケアー（市民体育館、大社小、 芦／翌

山手小、精道小、打出浜小、nl海小、本111第3小）

• 理容散嬰（西宮YMCA)

●マスコミ、 他団体からのlgJ合せに対応と梢報

提供”

2月9R

• 東京の東が斤児肯保育クラプの小学 1~2 年

牛児咽より、被災者の (•供達へ激）nJ]の手紙が

保育クラプの合唱テープと共に届く 。伊丹市

教tJうさ日会を通して、 1JtJ'l·I•I•iの被災を受けた

小学校へ送られた。

2 J-1101 I 

• この頃からインクーネ ッ トパソコン通伯を通

して惜報の収集を始める，それには大阪大学

の教員、学生が協力u

• サンフラン シ スコに本部がある U 糸米人JI,営

利団体のジャパニーズカルチャーコミ ュニテ

ィーセンクー UCCCNC)から 5Jjドルと物資

（衣llILぬいぐるみ、文房具など）が送られて

きたつ（後l1別途10万ドルの義援金が屈く）

2月14日

• 守口 JC がうどん、雑炊を毎R500人分提供。

•給水タンクが崩え、 24時間配給nJ能となる。

• 50ヶ所の小学校と避難所にレクリエーシ ョン

ポランティア派遣。

●各地域から集まるti'i報を生活、医療、福祉、法

律などのジャンル別に1翌理して印刷物を掲示、

配布．

2 fl15~16R 

• ロ ータリークラプが

お好焼き、焼きそば、

おでん、焼き、島呼提

供。

2 H20日

●信州から紺麦歴さんが来る。

2月23日

• アメリカJCCCNCより衣料など人旦の救援物

惰が西宮YMCAに届く 。f-1：分けと被災者へ

ライダーポランティアによる配布。

• 大阪北YMCA川西センクーでは被災者サーピ

スとして、買物やm足しの間、(・供を預かる託
児サービスや自習宙耕1放のサービス。
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●今後の取組

• 大阪YMCA

1)大阪YMCAは継続して、両宮、西神戸YMCAで

辰間している活動を応援，

2)アメリカJCCCNCからの筏採金でサンシャイン

キャンプの実施。

3)孫金活動を継続して行う。

4)救援’l1：務局は継純して国際・社会奉仕センター

で行う。

• 全国YMCA

全同総t事会議にて、今柾lt仙）］を禎椛的に推進

する址体として救援． t出典クスクチームと会館

4り業再建クスクチームが設誼されたc

3月1日からの運営組織は下記の通り。,.................. .. 
．．．．．； 神戸YMCA : 
．ヽ．．．．．．．．．．．．．．．．．，

全国総主事会議

救援 ・復興事業

クスクチーム

会館4g業1り建
タスクチーム

]）卜1本YMCA!坂神人・震災復典支援ギ菜に1具lするサ

ボートセンタ ーの設誼n（全国から被災地に赴

くポランティアの組織化と披災者への長朋(Iり

復興支援のため。）

2)東本部（大阪YMCA1村）は 3Fl 1 11より西宮

W4CAに移動c 今後の救援柄動は神戸YMCAが

西本部（西神戸YMCA)、東本部（山宮YMCA)の

貞任を持ち総合的に連営する。

3) I日本YMCA阪神・淡路人緩災復旧！協））ワークキ

ャンプ」の第 11111が2月26「1~3月31J実施以

後8H木まで5泊611の行程で40~50同実施。

（ボランティア簡易布泊施設・サニーポランテ

ィアハウスが西;,;,,'YMCA!憐に設硲）

継統的なワークキャンプを通して、救援活動を

展開する。



●大阪YMCAの救援対策

l)内部的救援対策（大阪YMCAI勾部）

1各YMCAの職員ならびに関係者の安全、ii'i息、

被宝状況(})把捏と確認。

2．会員、学生、生徒の安全、消息、被宙状況(})把

据と確認

3．各Y1.1CAの施設点検、被害状況の把捉と確認

4．各YNICAの11常業務の実施と変史の辿達。

5．各YMCAの諸規定の変更、追加業務と通達。

6．学校、セ ンターのプログラムの実施と変史の通達し

7．協h会員、教戦図、賛助会社、ワイズメンズク

ラプヘの殺援金の依頼状発送。

＆各YMCAの後方隊の糾織と業務の確認。

9現地リ ーダー・スク ッフの孫集と体制作り。

10．救採活動

●救援物資の潤述、配布

●各YMCAからの物資回収

● t|i.の手配と連行時Ifりの雌認

• 義援金の受付

• ホームステイの受付

11ポ ランティア保険1JII人

「ポランティア行事用保険」（大阪府社会福祉

協譲会）に2月8II付けで1J11人。保険料は大

阪W¥4CAfl担。救援ポランティア活動中の市

故に対する保険であるが余震等による災‘,!;-に

対しては保節されなし 9U

保障内容： クtL500)i|-「1

：入院1日‘liり:moo円（通院1n2,ooo円）
2)対外的救援対策

l．日本Yrv!CA同盟救援束本部

11本YMCA同盟阪神淡路人震災束本部の事務

周を大阪YMCAに設骰し．西宮YMCAを現地救

援センターとして被災者の救援祈動にあたる。

2.「l、心拐する,Ii民の会」略称 (NPOI応援団）

市民ポランティアの受付と ポランティア活動、

被災した人々を受け入れる家底の券船、救援

物皆、蒻金の受付

••••••••
••••••••••••..•••••••••••

••.••
••••••••••••••••••
•••••
•••••••••••••••

••..••••••.•
•.•••••••••••••..

••..•••••.••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••
••••.••..•......••••••••••••••••••..

••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••
••••••••••••••••••
•••••••
••••••• 

3・

●東本部組織と体制(1月20日）

救枕•対笛本部

（長） Ihn 撤（神r,'n1CA総主事）

（甜I)[O,,衣濱（大阪YMCA総l：事）

（:I¾) 小泉

対策本部述絡

本ti（二＇出）

（長） IIJC:I（元）

、••••
••
••••
••
••
• 
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西本部 （姫路以山．）

◇本部体制 (4'務同）

副本部艮：真約 (YMCA以外対外交渉）

補佐：符it

事務局長：伊藤 (YMCA内部）

補佐：林

スタッフ：水野（学校）、錦織 (r!f少年）、李（国際

会員）

レイマン：森本栄（ワイズメンズクラプ）、tr．指

（会員）、恵美奈（国際）

◇活動内容

①プログラム関連事項 ②マネージメント関述1頃

・救拐プロジェクト消査 ・地域救済木部述絡

・ポランティア配殴 •関係諸団体連絡

・ポランティア輸送 ・同盟各YMCA述絡

・給食、宿泊、救渡 ・資金i1画、閲整

•物白濶逹

・記録ほか



汎'MCA救援プロジェクト活動紹介 (I)

.KliiW4CAでは．阪神・淡路大裳災において全1玉lヽ'MCAの救楼東本部 (YMCA国際・社会奉仕センクー内）となり、被災地の、

符に西宮YMCAを拠点として救楼・復輿活飢）を行った．

大阪YMCA各プランチにおいても被災地復興のための後方丈援としてYMCAメンパーや、ポランテ 1アリーダー、ワイズメ

ンズクラプ、そしてrlf民ポランティアなどたくさんの協））を1t1てさまざまなプログラムを展1/llしたc

11~"YMCA 

南YMCA

• ワイズメンズクラプのtl,4)J により、西宮W ·ヽICAへ救楼物汽輸送

• 西：!rYMCAにて学生・教戦貝が救援ポランティア活動を行う

•祐災地域の小学生を対象にサンシャインキャンプの実施 (I切5 `「• 6l | 3 1 1 ~ 41―I •K施）

• 大阪YMCAi訊金． Wi神人裳災緊．Ot"鈍紛金への；紅金祐勁

• 西宮YMCAにて、リ ーダー、教版目守のぺ158 名が救援ポランティア祈動をii う

• 1fり宮'f':,,1CAを拠点として戦災地にii：む児itを招貨してのサンシャイ ンキャンプを実施 (199!i年6月101」-

1111実施）
• H本治学校アペノ校一枕災した神1oYMCAH 本，侑学校学生の受人れ •).:.lili、'MCA没援金阪神大衣災緊急

復峡衿金への分金活動

東W¥4CA

●メンパー、リーダー、スクッフ容で近研駅前にてu,gn駐金，)：施
• 河内＇｝イズメンズクラプの協）Jで無祝の悩材提供と人の応扱

●鍼灸1咲級グルーブの派遣
• ~!Yl\1CAサイクリングクラブ几ノンバーによる l.l i訊消環（於：西宮Y l

• 9f外祈動のメンパーによる西宮YMCA炊11\rJ)応援

●被災された共l叫；しヘクンク協会0)メンJi-を招待してベタンク大会の1蒻‘(I!)95年5JIお口:Jf施）

• 人阪YMCA沢援金．阪神大＆災緊．象復判辞金への経令話勁

北YMC/¥

•立1.I 5,1 災文祝センク ーの要請を受け 、 殷IP地区の訥災者への救柘泊曲を実施 （プrl ッ クの撒1;、/;/物整l’l!

などのポランテ ィア活動）

• 川西七ンクーでは．被災者の Ji々向けのサー ピスとしてdtりしサーピス、白密寄のIJり放、被災加）会はを対

綬とする人浴サーピスを実施

• 北YMC/\と緑地公園で行ったフ 1・ミリ ー ウエルネスカーニパル（のぺ350名が参J』J ) でガレージセ ールを

実施、収益金は復挟衿金へ (1995年5月力□．28口火施）
●彼災した小学’l:．を公募しサンシャインキャンゾを実施 (1OO5年 89123l-1～2(i[I.l出J6年 lJI 131」-l51J.tt

21可実施）
• •jく塚 ili立すみれが Ii小学校で行われた、宝塚地1:,(：の被災 h支状まつりである I ふれあいフ ェスティバル J

に1、ift l沿n.ボうンティアリーダー10名が参JA1し． i朽ff指円を行った
(J995年JOJI 1411実施）

●人;JWTulC/¥汲楼合．阪神人氣災緊a復興併金へ0)砕金活動
| 

北摂YMCA

しろがね幼惟1,,1
松It台幼惟l剖

• 会月 1関係打その他を対象に無料の人浴サー ビ スを実施

• 似i役れによる物白の閲達

.).:.P紅MCA筏援金、阪神屈笈災緊．急復狭ら冷．への経金活動

堺YMCA
• 南洵堺東駅他7駅），り辺にて街頭採金実施のぺ82名が参川1-348 、52 l 円の経金協力を糾る

・大阪WICA筏扱金、阪神人設災緊急復典硲金への約金活動

、［雑WMCA

• J R、阪怠託槻恥jii周辺にて卵ii衿金実施
ワイズメンズクラブと協働で、のべ100名が参Jn-2、214、529l'I(/）サ金I/J,)」をfJる

幼児、少年クラスがフログラムの時間を利JTIし1時1/11料金括勁をtiぅー319.906Iりの紗金刷）を糾る

• 西和Ii内の小学校の文具七ットをの0 セ J 卜 送る

● 人•阪YしfCA義援金．似神大設災緊名liu快経金への↓沢t活動

• 西宮YMCAにて学生、教1,沼H約34名で救祝ポランティア活til)を行う

社会9木fft'i|m"!咋 | • i嗅協カキャンプ（於：＇ニーが •iンテ 1 7/9れ）に学生的名が参/Jfl (l!l!l!i年 7JI2711-3011.8Jl 411-7ni1 21IIl 

実施）

R
 



鰤• ...．，

1父虚CA
●破災地の小学’lを 対設にサン シャ インキャンプを実施（J叩5年5111417実施）

• 大阪YMCA義援金、阪神kiM災緊急復典研金へU)39金活動

●会い、 lltl係行その他を対象に熊科の人浴サービスを実施

• 被災打0)Ii々を対象にヴェク七ル人会金の；り1•;1 を実施

ゥ9.Lクセル • ヴ ェ クセル会t!. LI本治学校学生に上る救援ボランテ ィア活動

• II＊晶学校ヴェクセル校一被災した神！ ,.YMCAII本，罪学校字1:．の受人れ

・ 人阪YMCA~援金、阪神人設災緊急復快ら化金への3況切和勁

●会日、関係者その他を対魚に無料の人浴サービスを）牡施

六II’fり1修七 ンクー
•彼災者のJi々を対Qにti；湘l料金の割引 さを夷施

●人・阪YMCA!J.IVJ会より靡員 ・人15.0001リの復飩砕金協）J

1 • 虚躙CA茂援金、阪神人羽災紫．芯復興吟への経金活動

• 徳島し1;1阿lth lI水近課より給水クンクを (ft り受け． I’lj宮Yl\1 CA//）給水活動に運11|

阿IY.il'f.l院海i'riセンクー、阿南iIjの1灰f,lil名を西宮YMCAに派逍

• 阿,+~廿年会議1祈阿1¼-i幽 l：会議所1Hf.ii1;. PiiJI+h1i国際交流協会｀合同の見会（約50名参！』］）にて、阪神・西

蜘~YMCA 宮地区の現状及び西宮躙CAの救括活動の報：片を火施した疇 (1995 年 2月 1••hrk施）

• 岡南婦人会（約90名）の会Uによる fづくりクがじ‘. 3万個{34袋）を西宮w,，ICAへ述び．西・内各小‘学校

の避帷所でのレクリエーシゴン指郡1ヤ（西宮Yのポランティア）に配ってもらった

● 彼災地のりい所を招l ヽてサン シ•\•インキャンプをK施 (1⑲5年 5113 1 1 -51 1 .)紬也J

• 西宮YMCAにて学生、教騒トjのぺ85名で救援ポランテ ィア活動を行う

hl探専l"I学校
●復煎111.)Jキャンプ（於：,.:ーがランれ1IIり1)に学t2名が参加 (1995年7月23~26U実施）

• I I 本酒学利 一破災した神P•YMCALI本店学校学生の受入れ

●大阪YMCA紺砂、阪神大点災緊．t．i如見ら化勺へ0)；｝金活動

• 会Li 、 l関係ヤその他を対象に9li束1の人浴サーピスを実施． 0）ペ845名の利用があ った (J!l!J5ff I fl Jlll」-

ツィッ トネスセンクー 41120日共施）

• k阪YMCA義祝金．阪神人設災緊急復典浴令への松金活勅

大阪YMC/¥Hii校
• 西宮Th1CAヤ術校生の安否確認と進学t,'ifl!(J）提供 ・ り 1，淡

● 人•I阪YMCA義援金、阪神人:·6~災緊、9ふ復峡祐令への枠金活動
ト

呼了¢ihji七ンクー
● 敗災された中謁年のJi々を対設にサンシャインキ •\'ンプの'k施 (1995年 7JI 17「,-2on、9ll18「I~2111 

,11・ 21111実施）

●復飩協）］キャンプの火／旭

●令r1,1Th1CA救援対菜東本部となる

1111荏社会lや9.l：センクー
●救似；ドランティアセンクーとしての役割；ドランテ ィアの派追．物貨の，関述など

• 「応援する ,lil足の会」の結成ーポラ ンテ ィアの紗集、派逍、物臼の曲近、ホームス テ イのア レンジなど

l • YMCA夜援金及び復興妹金1ttB1.J その他大阪YMCA救抜 •i如典祐勅ll!l係

•JCCCNC義援金による救援括勁 ・ サンシャインキャンプ：Jf務l, ．)

゜



,/?YMCA救援プロジェクト活動紹介 (II) 

救援活動現地ポランティア、現地統括スタッフなどのコ

ーディネート作業

ポランティア派遺コーディネー ト

(1995年1月25日～4月7日まで対応）

各登録ポランティアの汽格、特技をデータペース化

し、さまざまな団体．個人の個別の要望に対してコ

ーディネー トし、派遣した＂ポランティア派逍受付

件数一のぺ20件

• ちびくろ保育園 （神戸） ，・ ・軽 9、ラ ックで物臼のI~凸j

をするポランティア

• 淀川善隣館（大阪）・・・高船被災古の·，硲l' l施設での介

閥ポランティア、記者ポランティア

● 盲人又化情報センター（大阪） ，••19務所ポランティア

AMOA国際医療情報センター （長田保健所）・・辿

d9tポランティア（フランス治）

• 関西NGO医療ポランティアネットワーク （西宮中央

体育館） ，••西宮周辺の診療スボットに医師・ナー

スを派遣するバイクライダーポランティア

西神戸YMCA（長田） …パイクでの物賓の配布をす

るポランティア

• 西宮YMCA （西

＇ 宮） •••物貸の手•.

配．礼状の送(J・、

梢報幣狸などす. ta; 

る事務所ポラン伽て

ティア ・物惰述閉ボランティア

• 神戸YWCAメンタルヘルスサポートチーム

• 岩園小学校（芦屋）…避雅所本部ポランティア

• 大阪YMCA川西センター・・・託児JiJiポランティア

（幼児、小学牛と遊ぶ）

引っ越し依頼ポランティア

リハビリテーションプログラム／サンシャインキャンブ

被災地の人々、特に子どもたちゃ戯齢者の 「心(/)ケ

ァー」に焦点をあてたフログラムを寄せられた阪神

大裳災筏援金をもとに継税的に実施

．．．．
．．．．
．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．
．．
．．．
．．．．
．．．．．．．．
．．
．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．
．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．
．．
 胃，．”

1995年 5H~1996年1月まで全1111:JI（内 9回は、

JCCCNC義援金使途プログラムとして）

阿南国際海洋センターサンシャインキャンプ

程： 1995年5H3l」-51」2i(l3U n
 場
内

対

/ifr :YMCA阿南ltil際洵i浮センクー

容：カヌ ー、カヤック、磯遊び、キャンプファイ

ヤー．たけのこ掘りなど

俊：西宮市tr.．浜脇小・中学校

参加人数： 91名

主 催： YMCA阿lti国際悔洋センター

どのようなキャンプにせよ、当然関わるすぺての者

の 「思い人れ」をどれだけ強めるかが大切であるこ

とは，tうまでもないが今回は特にそのことを滋識

し、ポランティアリ ーグー トレーニングを行い徹底

的にキャンプ作りに没頭してもらった。自然の中で、

のんびり仲間と船い、了・どもたちに元女（＼ っヽばlヽ遊

ぶ場と時間を提供すること、そして新たな経験にチ

ャレンジし、それが1111接的に彼ら())n侶を取り戻す

椴会となればという [l(（）は達成できたと思う

枚方YMCAサンシャインキャンブ

H

場

内

対

程： 1995年5月14日

所：大阪YMCA六ll’[Jfj釦七ンター

容 ：アウトドアチャレンジラリ ー、山菜採り、

野外料理など

設：小学校1年～6年生

参/Kl人数： 43名

＊．催 ：枚）iw、1CA
「復災後のあわただしさも(•どもなりに乗り越えつつ

あるようで、こんな時に（本咳した雨,,,の野外活動は親

r・ともにi紀気をり・えてくれたようです」これは、参加
メンバーの保護者の）iから届いたお使り0) •部， あい

にくの雨だったが震災以後、自然に接する機会が少な

くなっていた子どもたちにとって、この経験が自然へ

の新たな阻叫濶心を持つきっかけとなることを厠って

t Iる。



阪神 ・淡路大裳災復興協カキャンプ

大阪YMCAI関係では下記のH程でワークキャンプを

実施した

4)-116ll (fl) ~4月21U（金）27名（利hli民ポランティア）

6月411(Ll)～6月9LJ（金）29名（ 一般市民ポランテ ィア）

7Jl23n (n)~7H26II（水）3名大阪YMCA国際専門学校

7月27H（木）～7/-l30II(H)36名大阪Y社会休有f':りl"I学校

8几1日（金）～8Jl7R(J-1)33名大阪Y社会休行専l"J学校

打柑：大阪YMCA

場所：西宮YMCA、西神戸YMCA

被災から 、9/；ちヒがり．自分達の生活と地域社会の復

飩に働く人々の多様なニーズに応えるため、令l司(/)

WICA、語団体、企業、学校などに呼びかけて、長期

にわたるギラン ■"・駈で二4,,.1:--
ティア活動を サ

ニーポランティ

アハウス（ボラン

ティア宿泊施設）

を拠点に9炎r,f.1

く参加者感想より＞

私は今までポランティアを特別な活期）だとみてきま

した。だから今回の大‘夷災で被災された人達の映像

を見ても「私ではなくても誰かが r•助けするだろう 」

と忠って、大阪という近隣にいながら(I1もせずにき

ました二というより何をしたらよいかわからないし、

何もできなtヽと忠．lヽ こんでいました。ポランティア

に参加 して、なぜあの時すぐに行勅できないのだろ

うと考えてきました。困っている人がいたら励けて

あげるという‘りたり前のことを無視してきた人間に

tヽざと tヽう時に{nIがでさるのだろうと忠tヽ ました

ポランティアは、今lnlの時だけでなく、 1:1分の身の

回りにいっばいあるのだと気づかせてくれました

(1995年4J-J16n-21n参JJII)

大阪YMCAチャリティラン

（特に被災地障害児プログラムに視点をあてて）

心身に阻害を持つ＋どもたちを対政として．全l'.lil

O)YMCAではいくつものサマーキャンプを実施、チ

ャリテ ィ・ランはこれ らのキャンプを実施するため

(1）募金を目的としたマラソン大会ですu 今l「,1、大阪

YMCAでは特に阪神大‘没災で被害にあった隙内を

持つ子どもたちをはげまし、サマーキャンフに招待

したs

.
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場

ャ．

II寺： 1995年•6 月 18 EI (日）

所 ：大阪城公園

催 ：大阪YMCA

参 IIl: 35チーム(35チームX6名）

協）Jポランティア数 ：約200人

チャリティ・ラン支援金 ：2、624、801円

LI 

グラムを実施

l記())支援金（笏金）を川いて9つの障害児文・援プロ

その内、被災地防害児プログラムと

して「特別フィットネス余鳥キャンプ」（ハンディキ

ャップを持った-f•ども

たちのための余品キャ

ンプ）を1995年8l」10

＇ 
「I~ 14 l I、8卜l14l」~

161」のil1・21百l実施、計

64名の参加 であっ

た、

＂ 阪神・淡路大震災神戸YMCA復興募金チャリティコンサート

「レーナマリアコンサート」実施

洟施 [I: 1995年11J-14l-I 

会 場 ：神戸文化ホールにて実施

iii! ：近畿圏YMCA

チケッ ト販売売り上げの一部を神戸YMCA復典琴

金へ

主

～慶州から阪神大雲災に心を痛めて～

韓llll女流陶芸家、 ［愚行、金斗・先綽固伝統チャリティ

-l淘芸展」阪神・淡路大設災で未甘打の被害を受けら

れた被災地の）i々 に少しでもお役に立てればとの心

温まるお巾しtliにより悴fi:Iで哭彩を放つ徐羅伐窯叉

金斗先女史の陶芸展を実施し．たくさんのポランテ

ィアの方々の協）Jを褐て開催。

光上げの一部520、000111を神 戸YMCAに祖災活動

支援金として寄付した

開催期間： 1995年12月14卜1-201-I

i:． 催 ：大阪YMCAlhi際 ・社会が11・センクー

会 場 ：人阪YMCA会館11府

来場者数 ：約20 0人

協）Jポランティア ：約20人



，，メンズクラブの働き

品平 雅生（震災当時中西部部長）

ワイズメンス＇クラプは、個々(/) メ ンパーが 1 強い義務惑を持とう ， ．役務はすぺての権利に11'• う」をモット ーとしている国際4t

(I・団体です。主にYMCA運動に対するサーピスクラフ＇として泊動し、 1針l定iりl会を行ってメンパーや家h灰Ili1のJ屯根を低く．

お互いの親交と6JI紺をもとにん仕祈動を行っています。今1!!10)裳災でもこの機能は発揮され、震災直後の安否確認に始まり．
動けるものは"iu早朝からの救出や援助へと活動を開始u この帖0)広がりは．クラプりU(（から部・1ベ・地IX:・I ~11深へと拡大し ．

現在も長期支援括鼎）は継絨l澤業として続けられています 今1111.阪神・淡路人該災後一周年にあたって祈動をli；り返り、今後

の1祉にした！ヽと凡'·t ヽます> 震災発生から J 年、被災地神戸の復典ば著しく、 lIl: {f• 1 2 91に行われた．rじ飾別くルミナリエを兄

学した時、地震に（＇iけない底）Jを感じさせられました。しかしPlI戸の1収上はこれからが本番？我々ワイズメンズクラプも教

えられることが多く．これからどの様に取組み、又この様な'ltが1り発した場合の対応策について考える阪神K虚災を総括す
る会lを、l9 9 6年1月28「I亀大阪Y'.¥1Ci¥ I)、J レストラン．ラ ・ヘにおいて1;}•1 催しましたe この会には 、 当時の西H本副区

埋市．阪~I部 ・ rl洒部II耐部」奴及び現両部長．両部のメネッ I· J:.が (iii紺人代よ）を始め、 i丙糾したji々のイ．i．ぶが参）~ I . 体験とこ

れらを生かして今後災‘占及び緊急＇l内態が起こった場合どう対応するかと，tうテーマで括し合いました（ポランティアとはfuI
か？本買を巧えさせられる会でした。メ、白発的に何かをしたいと苫う魂のふるえと共に活糾した人達と職業の ・部として

働いた人との格苓 Fl常での生活や行動の1・11で、ttiT．感とリーダーシップのJ収りjjや糾織迎常、被災された方々やポランテ

ィアのガ々を含めた牛．き様を見せられる II•'，米事でもありました今後はこれら (J)検証をもとに、ワイズメンズク ラプと YM

CA(J）関係も、ワイズメンズクラブの抗大と組織の確立を求めつつ、緊密な繋がりのI.IIで兵のパー I・ナーシッ ソの在り方や

iit迷する現(f.にあって2I世紀へIhJけての手がかりとなる指針を得るためのチャンスとしたい、

• J nt7IJ~IR 日

誕災発生直後から各クラプやメンパー11りで安否の確認を

行う、l9illl寺に、 個人ポランティアとして、被災メンバー

に対する現地救援活動を各自行う。

● 1月I91::l 

認災発生後初めてタカに開かれたYMCA救援対策会議

に 1l19紅救楼泊動の • IG化とクJ}卑化を ,i i• るため YMCA

と一体となって活勅をすることを確認。窓口の本化と

ィィ効な救援活動が行えるようi!tる。

• I 「| 2 0 II 

阪~I部、中 1,_lj部合hlで対策に当たることを確認し、述絡

伝述網を完成させる。この夜．第一使として．大阪YM

CAと共に震災地、 神戸及田1x:l!)J!li神戸Y:¥ICAへ各自

各クラプにて船めた救援物汽を満栽して出発<i.1J々と変

化する現地の状況と要望に即応する体制の必嬰を1吊感す

るで当時阪神屯鉄の終笞駅となっていた阪神1lJ了・l{.I駅Hii、

藤麻氏（大阪西クラプ）I所h^ のピル1階部分を緊急救援

センクーとして淵,1rすることを決定．湘備に人る 、佳物
に屯大な被，1iを受け、戻様を始め、身内の方々も1’臼我を

され、命からがら救いだされた祝類等． iiH,[Lの中にあっ

て献身的に協）Jいただいた藤/Jj!」しに感謝である

• 1 ll 2 l H 

トイレ1|lおまるを始め、必嬰賢材の印人とm1;1i.!準紺を行

うメンバー婦人の祐躍はすばらしく、連絡．救援のキ．体

となる

● '1月22 II~ 2::;「l

緊急救護所を1n,1,1位（阪神祖り［の神戸寄りのi7木駅まで復

II」したのにifい．lμfI叫il駅前の緊急救拐七ンクーを閉鉗）
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この間．約20 0 0人の方々に無料自転IIi・温かい飲物・

氏べ物・救援物円^ 、序々 、亥ll々 変わる緊急必沿品を メンバ

ー及び各クラプの支桜のもとに無料配布。物を含め、や

すらぎの場と心のケアーの人・l;IJさを教えられるu 活動の

IIl、特冷すぺきことは、この混舌lO)1|lにあって無料貸白

転車が•台失われることなく帰って米たこ とに代よされ

被災名および救援に向かわれたJi々 のすばらしい対

応）］と態度だった

• lH 26 H-

以後、近隣の者は個人やクラプiii位で祈~)． 全国各地か

らは、発信された救援要望内容に応えるべく、絞々と物

賓をはじめとする援肋が到rt.，緊急救桜から初期救復活
動へと休制を変えていった，現地の要望を最儀先した支

援活9)Jが行われたことは特策すぺきことだと忠われる

• 3月26 H 

それまでに神戸をはさんで、束と西から行われていたt}l

JU.I救拐活動(/) •L心の区切り として、 l}り /,\ljIX: i:．催の 1阪

神・淡路大裳災チャリテ｛バザー及び名:牙ふ炊きIliしの

会」を2ケ／i)i・に分けて開催u 東滋区の天井公園で開かれ

たチャリティパザーには、北は北洵道からIY.iは）し州まで

救援物白が船められ．この・た上金は、現地活動拠点と西

9EfYMC A 9ごー．分して贈呈した よた、西出YM(： Aで

行われた炊き II］しと i·1••楽会は、逍常救援祈動の ・つの1£.

切りと ごえる く この時点より、 9 | 9 • 長期支援活動に人り、

YMCAとワイズメンズクラプのパー I・ナーシップのも

る

と．現化も、全国規校で支援活動を展開している



・淡路大震災の体験を次の糧に

岩本章（阪札1部部長）

阪神・淡路大震災後 1年を経過して総括をする会が1}りかれました、小西部、阪利部から当時奉仕活勅に参/Jtlされたツ

イズメンズク ラプメンバー、メネ ット 、そして被災打としての体験談を交えて意見交換が成されました。設災以米、

様々な形で救援活動が行われましたがワイズメンズクラプにおいてはメンパーが自主的に1［上がり、ともかく現地

に駆け付け、何か自分にできる事はな lヽ か？という4叫；精神で行動することからスクー トしました。給水のサーピ

ス、炊さ tii し、各地から寄せられた救援物沢の賂理と数え切れないil• 1げの中から、できる市から始めていったようで

す。そして、それらの活動を中心に人が人を呼び、メYMCAを通じての述携プレイヘと広がって行きました。が

fl:(}）内容も初期には水、食料、衣類などの物貸のhli給がi：でした。次にはこれらの物資の整理、配給をする人、又精

沖的にバランスを失った被災者の心のケアーをする人へと移り変わりました。ポランティアとして多くの杵者たち

が全1叶から梨まりましたが、特にYMCAのポランチ ィアリ ーダー())｛動きは多くの人に惑動をあたえました。人か

ら最終的にはお金へと移り、復典消金運動としての活動は今も様々な形で行われています。令同各地では多くのY

MCAの了・どもたち、ワイズメンズクラプメンパー(/)参JJIIによる笏金活動が行われ救援賓金が集められました。ワ

イズメンズクラプの活動として II 本区からの呼びかけで~l1piy1¥1 C /¥復映に向けて向こう 3年にわたり箪月り化金を

送り線けようとする述動はワイズメンズクラブならではの活動として1恨々と続いています。

今1111の総括は我々ワイズメンズクラプにとっても大きなテーマを与えてくれました。今後同じような災害が起こ っ

た時どのように対処するか、緊急時における梢報(})把射、ワイズメン、 YMCAとの連絡網の整備、 4叶t活勅にかか
るブァンド作り、色々な意見交挽が成されました5 すなわち緊急II寺における危機符理体制作りが大きな焦点となり

ました。そして何よりもこれらの活動を通じて私たちのJやil：が決してその場限りの奉(tとして終わらず、絹紛する

¥の人・りJさを確認して閉会しましたc

R 



る市民の会

1月17日（火）早朝、阪神・淡路大湛災は想像を絶する搬社をもた

らした。この¥態に対し、 1月19U（木）には国や行政にすべて

お任せするものではなく l―l頃市民活動を行っている個人や団体

が秘まって．現地の卜り（木と述携を取りながら被災地での救援活

動を展開しようと、大阪YMCA,大阪ポランティア協会、 地域関究

計画研究所を1|I心に、 1対西NGO協議会、経同述1％クラプ、卜1本青

年奉仕協会等などにも呼びかけながら 「応援する市民の会」を結

成。 ,,,務局を人1阪YMCA国際・社会奉91：センター内に設爵した

"}Jは唯一鉄逍による交通手段が確保されていた1阪急-lり宮北
n」駅に現地！肛務所を開き、 一般I|ilせ参／JU利のポランティア・セ

ンクーとしてrli民のFによる緊急救援活動を始めたc 全IJilより

押し寄せてくるポランティアの数は私たちの想像をはるかに」：

回り、 2月には平E1でも300-400人、週未には500人を超える市

民ポランティアが救援活動にやって きた，， 初期の活動は、ポラ

ンティアに対するコーディネートをしながら、近隣住民への救

援物軒の提供や、洗濯、荷物Illし、If&材処理、外I，1＇,同伴をはじめ 、

ホームステイ先の紹介、生活情報の提供容を行っていたぐその

後．鉄逍0)復旧にともない、芦犀市に現地本部4J.i.務所を移転、神

戸t|i束灘IRに「｛I＼張所lをl:f.l設し、 西窮市、芦屈市、神戸市東雌・

淮Ii周辺を活動範岡として取り組んで米た。 また、現地で徐々

に地）じボランティア・l、11休や個人が復活するに伴し＼被災直後の

緊急救援活動 「応援する市民の会」単独の行勁から、 1束濁地J戎

肋け合し 1ネッ トワーク」の試みのように、被災地のポランティ

ア・グループや被災者と一緒に協）」しながら復典小・業のお手伝い

を したり、あるいは地）じのポランティア ・ グル ー プが取り糾む1•I

¥［のための活動を支援する態勃へと活動形態を地元キ．導へと移

行していきましたぐそして、 5Hl4nrn)をも って現地でのポ

ランテ（ア受付を終 1” し、その後は膨大な活動記録や資料の柩

Pl!、参加ポランテ ィアに対するアンケート瀾代の実施、ポランテ

ィア・コーディネーター焚成講座の開催や、仮設11屯や地逍な活

動を統けるポランティア団体に対する支援活動やt行金援助等を

行ってきた。なお、「応桜する市民の会」は1996年2月末IIに支援

祈動を令1(1i的に終 J'した。
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助け合いネットワーク

e
 

貶尼 ひろみ（人飯Y協）J会貝）

I 9 9 !i年1月I9 17に大阪YMCAより述絡があり．長l±Hこ炊き出しに行って欲しいとの1mifiをうけた。すぐに

スーハーを経営しているリイズメンズクラプメンパーに連絡し、豚汁50(）人分の材料を Y~I C Aに届けてもらう

ことにして、 YMCAに11'i行した，， 材料と水と大鍋、それにfiiめるだけの

救援物資を滴載し、浜雑をさけてィ及中の2時に大阪駅前をHI発した.llil氾

2乃線を西に向かい西宮、芦屈と過ぎるにつれ會まるでゴース I・ タウンに

人ってゆくような恐怖に製われた，沿近の家々はつぶれたりi項tヽ たり．ど

れが亜i'・［の線か分からなくなり、頒がくらくらしてくる＂文化住宅はま

るでマ ，／チ箱を押しつぷしたように•階は二階に押 しつぶされていた。

神戸に人り｀ 三祝までくると逍はfu裂と段淡でがたがたであった。元町
1J)1Hi／占街はピルが焼(J-1．しげていた 飴の様にひんlllIがったアーケード

をくぐり抜け、瓦疎でふさがった逍を迂1111しながら、 6時半にi奸nにある西神戸YMCA

につしヽた。 雨のなか、 '.lio)窓をあけた私はて っ きり •I{がオーバーヒー 1、したと忠っ た 。 それはテレピでは伝わらな

かった町の匂いであった。西神戸YNICAはビルに{11裂が人り、 9代が隊ちていたが体rf館は．沢拐物怜で 一杯だった。
そのnは前の晩から雨がきつく降っており｀公園の 1りでフライをはって炊き出しを始めた私たちには、どれくら
lヽ の人述が食べにきてくれるか心配であった“ しかし、豚i卜が出来 l：がった時には、J/1¥壊した町のあちらこちらか

ら人がII＼てきてくれた，あるお爺さんは私たちにf・をあわせてくれて 「出災いらいはじめての熱い紅べ物ですよ」

と言って涙を流してくれた。また一人で来ていたご婦人にIどうぞご家族の分も柑っていってください」と含った

とき、その人はltヽ tヽえ、 4:．き残ったのは私一人ですから」とa・われ、何も返す汀雄がなかったーその次のnからは、
大阪YI¥ICAと大阪ポランテ ィア協会などが協力して組織した 「応援する lli民の会」に人り物品棺則をはじめた

そして阪神・1むI(が「t木駅まで延びた時、 「応援する市民の会」の前線枯地として如難区のり1,ti教会の1日Ill包幼椎1部lの
園庭を9/1りることができた ，91肱然そこで神戸ワイズメンズクラプの鈴木，減也さんに会い、アジア協会・アジア友の会

を通してジ-¥・イカの海外援Jリ）物沢であるテントを1}iりることができたc 当時、神戸ライフケアーセンターl'!胆l90)「h

H)I阻＋さんが、被害にあった砧齢行を ・1|if一軒パイクで，ihltilしていた。我々はしむ災で機能を失ってしまった東滋区

の高齢れケアーのrり構築を1111りに、「東潤t助け合いネ ットワーク」を組微した、大阪YMCAに登録したポランティ

アの中から貶期で新動を続けられる人を中心にして括勁を1}り始した・水汲み、瓦礫迎び、扁物1|＼しをはじめ、病院へ

の付添lヽ など、 4JJ 2 I」にテントをたたむまで約30 0人の1f＼ヽポランティアのコーディネー トにあたった。「,,,fか

する＇lじな¥Iですか」とリュックを背負った若者がテントの1jiiに1’f．つ。我々の

il：市は地）CO)ニーズとポランティアを結び付けること二11寺がたつにつれて ・

ニーズもかわり、 9反設l立し呂を公園に作•)たり、洗濯サービス、留学生のホー

ムステイ ())9巾介、パザー等、被災地と「外」を結ぶIl1縦地となった C サンフ

ランシスコの.JCCCNCからの殺祓物資の →部や全lJi|0)ワイズメンズク

ラプが提供してくれた食器頷も、地元の人や仮設it・t人し；者を対政に格安

パザーをhlヽ 、その収益は東濶区の1笈師会に献金した。「東凋Ii<．．助け合い

ネソトワーク」は新しいかたちの沿j齢者ケアーポランティア団体として立

l：がり、視{{、地）じの人達を小心に東灘区役1ifr内で活動を統けてlヽる。

R
 



西NGO医療
祁 ランティアチーム

1関西NGO協議会（現lt.27団体が加盟）に対して、 19118ll（水） 付けで1咀1協議会小務局長であり、大阪YMCA国際・社

会糾l•センクー館長真船必）』幻氏より、 被災地での緊急救援活動の協）J要請を 1 1 1, した 0 「関西NGO医釈ポランティア

チーム」は、それに応じる形で医療1(1iでの救援柄動をII的に関係団体が、ゆるやかなネ ット ワークを形成しながら、

11-ll9H（木）に活動を1iil始した 設災直後(/)異常かつイく [ll•lIな状況の , 11 . 披災と l ヽう人きな試線の 111 で被災者の身

体と心の健kiti呆持のためにすこしでも役に立つ協）Jと機敏なるI‘ぺ療保健活動を進めることに多くの医療関係団体や

医療関係者が代lnlした SHARE、淀川キリスト教病院、 アジア保健i)fi釦所、愛知l'lill祭病院、「l,l,:・キリス ト教洵外灰療

協））会をはじめ多くの病院の協）Jが屯ねられた。また、個人のポランティ

アのLIJ込みが無数寄せられ、 一時は中込みが殺到し、現地の窓l」七ンクー

の屯話がパンク状態となった。第3週Hからは1迎ItlliiiI9,：でのポランティア

を主にりlさ受けた登録総数、実活動人数は560名を超えた．その連絡セン

クーとしてJOCS(1:1本キリスト教油外l区板協）J会）関西!Ji務所があたり、

医釈関係lstl体やポランティアのA1整を行った．現地の活動の拠点としては、

人阪）:i1f1iから最も近く、避難所としては最も大きい西宮市のI|I央体育館に

設ii'tして泊動を開始した.3Hl41 I（火）まで55H間におよぶ緊ぶ医旅援助

活動をおこなった。

協力団体

SHARE、東芝糾院、東芝林IIil病院、福島県(f.l笈人・（総合会珈11央病院を含む3つの関連病院）、とちの木討院、淀川キ

リスト教病院、アジア保健研修扉愛知国際拓舷、新生窮阪、 111口叫l糾院堕路IJII行渡大学 (l-!!11祭紺院）、兵廊県6

護協会、キリスト者l矢科述盟 IJ本キリスト教油外医釈協）J会、 II本槃削HIi会、兵IIμ県紺怜l師会議． I剖1,1し'/.愛会病欧、

紅瓶Ii,・r.．児島市民糾院

現地センターの調整

医療コーディネーター （貨i[・者1名のほかl～数名で、大体5「l~1011交替で引き継いだ）、 ・99i務コーディネークー (1

~3名）の3~6名のチームで、 （モ務は諸団体、個人ポランティアとの糾整および行政や他団体．常設診釈所や巡1日医

療班との連絡、 i関整、西宮体育館に哀袋で泊まり込み、 2月2811に西宮市内の3カJ所に常設クリニックをiftllもその後

は神戸I.li灘区にある灘小学校の避難所に本部をリ村吼）Jui井せて現地本部のコーディ ・ネークーの数も滅らしたa

医療活動

初期は、西宮市内の巡同診療が主体であったが、次に8カ所に常設クリニック (24時llll受入れ）を1ill,｝せし西宮中央体

脊館（現地述絡本部のある避難胤巡回は2月18Hで終了、2JJ::!81Iに撤収した 乎木小学校 (2/-12211撒11x)、平木中

学校 (2JJ18暉諏） ：以 l:西宮市。 なお、平和 I学校は邸叫人•(l）随Iiが巡lnl。 (t之江公民館（神戸 I li東灘IX: 、 2 「ll5 

1:1撤収）、 灘小学校（上に東之病院、東芝林Itll糾院、型路JAIihJl'ef-.1,iJ院が受けt.fった，3ll14n撤収）六1.IJ小学校

(SHAREが受け持った、 3月11:Jより絋lヽ、撤退）、9籾ll|i小学校（福鳥県立1公大およびその関述病脱が受け持った。1月

251:1に開始、 11129「l撤IIメ）

西釦li、神戸市灘区、東洲瞑において展開された 1関西NGO底旅ポランテ ィアチームの活lll/） はこのll'.!'. の裳災の IIIで l~I

発的に形成された多数のI医祓ポランティア(l)窃り合い派：irであったが、 Vり宮市の11,央（本弁館を拠点とする括動は2月

28日（火）、神戸市灘凶束湘lヌでの祈廊）は:rn14 n（火）、灘小学校での活動を最後として版根活動をすぺて1依11.;_ い
ずれの地域も保健所、 I矢hli会、 II赤救，1位HI:、残留ポランティアの方々の協力と破災された方々の理解をもとめ、極め

てlll（園に引継ぎをし、『it収した

R 
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’N（ワールド NGOネットワーク）

がt災では、ライフ・ラインのひとつである 1','i報の遮l,Miや偏りが間逍とな っ た • 特に、 I」ごろの通信手段｀梢報源であ

っ た屯胡、 FAX、新間、テレビ、ラジオも被災地の人々の個別のニーズには 1 •分には対応しきれなかった ， その穴を

埋め。かつ想橡以 I~．の役割を果たしたのが「I コミ、地域密 ，rt0) ミ

ニコミ紙、アマチ-Lア無線、そしてインターネ ット、 パソコン通

(,1であった，↓・成災直後、阪神地区へのNTTの屯話回線は通(,j制

1:J↓fiti社がとられて！ヽたが、ハ・ノコンによる1行報通f合はほとんど

i枯雑による通9,"l制限をきたすことなく、被災地は全国とつなが

ってtヽたここの結果、梃災直後からはインクーネ ットニュース

1••｛こ湛災のための緊急ニュ ースグループが作成され、そこに

生研1廿報、 IJり店して lヽ る商店、風1,,'1展、ライフライン、交通、

行政、医板、住宅、物i？會避雌所、市民団体、教fi、動物、ペッ

lヽ` 死亡者リスト．安井↑，＇i恨、被災地の人の声、被災状況、ポ ・

ランティア・レポート 、拶金、ミ ニコミ紙、献血、 F餃官者、外lLI

人、アマチュア無線などのありとあらゆる竹報が流れた これら恰報は、fli報ポランテ

ィアと呼ばれた人たちが白転車やパイクで各避難所をまわり、 何がイ函足しているのか、困ってし Iることは何かを閲

べた 1-．で、その↑tt報をインクーネ ッ ト,~．に流してしヽた。 現地から(/)4:(/）竹報(I) 一方で、被災地から離れた人々は、各

ftT!マスコミ t,＇itIiなどをもとに必要と息われる梢報を分野別、地域別に整理してネ ッ トトの屯(•掲示板に流したe そ

して、破災地の人々からの吸望に応じて、ネット tに裕積されて＼ヽる既，，；ばなtl'i報の中から必要なt,,}報を検索し、紙に

印刷されたものを配布してまわった3

こ0)ような状況のI|l、祖災から2迎間がたった2月1日（水）にインクーネ ットユーザーであり、裳災直後からイン

クーネットを利用 して梢報ポランティア活動をしていた大阪大学の水野義之助教授（核物理研究センター）が大阪

YNICA国院・社会奉仕センクーにやって来た。水野さんは、 「被災地の人々を応援する市民の会」や 「関西NGO協議

会」の市務局機能がある同際・社会＃91：センターと大学、学術研究機関())屯fネットワーク構築を手掛けていた大阪

大学の 「大邸d1•3祖機センター」 ・梢報工学科のド條罠司助教授の協力を生かしながら、伯報による救援活動を進めた

いことを強閣したc

この対渫、インク ーネットで伯報ポランテ ィアを経船し、「人・阪YMCA同際・社会奉仕センク ー」、西宮市や神戸市

束潰区、洲瞑を中心に設災応援をおこなっている r西宮YMCA」、震災関述の市民団体160団体を組織する神戸の「阪
神大震災地元NG(）救援述絡会議」の3カ所に活動拠点をつくっていった。しかし、最初はほとんどのIli民団体は、イ

ンクーネ ットを使うための技術、知識をも っておらず、 II常の祈動が忙しいため人的、時I/JI的余裕もなかった。また、

屯fネットワークl‘l9本に関する理解がなく、 i191に対してどのように使うべきかわからず、組織自体がそれを使うよ

うな体制になってtヽ なかった。そのため．インクーネット利用の技術をもっている伯報ポランティアが、 111民団体

の活動の中に飛び込んでいって、スクッフに技術を教え、共同作業を行うことで、情報化のサポートを進めた。この

ようにして、被災地で救援活動をしている市民団体が効玲研り活動を行うために、インタ ーネットを使って，ti'1報機能

のニーズがある団体を側1{1iから支援し、かつ団体II，11の梢報ネットワーク推進のサボートを始めた。幸tヽ にして、多

くの企央や団体からの協｝Jで、活動の各拠点に専用パソコンを設沢し、 ISDNI国線を1Jltヽ てインクーネ ットをフル活

用することができた。

現在、WNN（ワールドNGOネットワーク）は、ポランティア団体の情報化やネットワーク化を進めるためにイン

ク ー ネ・1 卜 や1Br• メイルの活HI方法や技術を学んでもらうセミナーや技術指羽をおこなっている。

3--， ..... 
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GCCNCよりの義援金使途プログラム報告
勿

アメ リカ・北カリフォルニア日本文化コミュニティーセンター (.ICCCNC)は1995年1月17「I、阪

神・淡路大裳災において、いち早く救援活動に立上がった。 9人 ゾ人の気持ちを大切にし、 人の心を贈

るということを方針として「救扱券金集め」の呼びかけか ら 始まり、 日 系米人を 中心に広く — ·般市民約
4ガ人の人々の華の根運動に拡がっていった。したがって、阪神・淡路火滋災の救援センクーとなり

救援物資ならびに義援金を人阪YMCAに届けたっ

［①緊急救援復興活動 ¥ l,283,692. l 
被災地での炊き出し、カイロ、ポリクンク、 l医槃

品など様々な生括必涌吊0)附入、救援物賢提供、

物資配布、連搬のためのIF輌、ガソリン代など。

［ ②リハピリテーション活動 ¥9,447．三］
サンシャインキャンプを実施するにあたって

大阪南YMCA

阪神人岱を災の救援や復典のためにYMCA救援

石原 福造

センクーを各地に

開設し、 被災者、 被

災地に直接的な救

援活動を行って米

たが、震災で受けた

心の痛手は計り知

れな＼ もヽ のがある c 学校や公園は罹災された

方々の生活する避難所やテン 1、村となり、 トラ

ックや頂機が行き交う街では粉隊が舞い、沿ち

者かな しヽ 騒然とした場所となったc 今、私たち

のできる応援は阪神間の避難所をはじめ、被災

地にいる子供たち、家族、嵩齢者

をキャンプに招特しリフレ

ッシュとふれあいの

場所を提供するこ

とである。特に子供た

ちゃ硲齢者の 「心のケ

ァー」に焦点を当てたプログ

ラムを継統的に実施する。
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l阪神大震災被災地域在住者ペタンク招待大会

II寺：＇95if5月2811 1011寺～1519.¥，• LI 
●場

●参）JII者 ：招待者、 一般参JJII者合わせて約110名

•内容 ： ペタンク大会

•主催 ： 東YMCA

震災に遭われた兵1』It県ベクンク 協会の メン

バーを招待 して設

吃品念大会を行っ

た。8チームが参

加して、広いグラ

ンドでのゲームを

楽しんだ。

2西YMCAサンシャインキャンプ

• LI 

所 ：東YMCAグランド

11:¥; : 195£f-t:i JI :{ IJ -4 11 1 itl 2日

所 ：大阪YMCA州1’iJf修センター

神戸ilIi難l区六中山町北六甲875

●参加者：45名（小学 1~ 5 年4 •: ）

• 内 容 ：場内散策、I'1然の切り絵、ゲーム大会、

●場

• -r: 
ポート乗船等

催：西YMCA

雨で野外プログラ r

ムが中止となり｀

-f供たちは残念が

ったが落娯や木の

実を船めて、届IAJ

で楽しそうにワイ

ワイガヤガヤ、 I喋りながら作品を作ったり 、

ゲームなどに満足といった癌じだった。

鼠
一



3南YMCAサンシャインキャンプ

• H 

• 湯

●参加者： 46名（小学l~6年生）46名(20~70歳代）

• 内

• r. 

時：＇95年6HIOll-1111l泊2U

所 ：大阪YMCA六Il'liJf修セ ンクー

容：キャンフフ ァイ ヤー、ハイキング、探

険ネイチャークラフト等

催：南YMCA

終始楽しい雰l井l氣で夕食を終え、就税を迎え

るにあたって「」段ベッ トの上で和てて、地震

が来たらリ ーダーどうしよう？ 」「上の段では

寂たくない」と発言があった。また、水逍の水

が少しでも踊れていたら、水がもれている 1と

堅く蛇LI を締める(•供がいたり、布団の上げお

ろしや食4“の1,1・付

けなど、多くの (i共

たちがリ ーダーか

ら再われるまでも

なく手伝いを進ん

でするなど、避難所

牛活の影翌がしのばれる状況であった。

4がんばろう神戸！リフレッシュ！ in余島

• 日

●場

時：＇95年6n16日-I8U2泊3U

所：余島キャンプ場

町字余島

●参加者：46名 (18歳以上）

• 内

• 主

香川県小豆郡」こ庄

容：キャンプファィヤー、魚釣り、カヌー、

品巡り、ナイトクルージング等

催 ：神戸 /MCAウエルネスセンターニ宮

全てのプログラムを自山参）J1Iとした。年令．

性別に関係なく久し

ぶりに各々のペース

で自中にのんびりと

過ごすことができて

良かったと lヽ う声が

たくさん届しヽたc
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5．阪神・淡路大震災森林体験キャンプ

• H 

• 場

●参JJII者： Aコース32名

Bコース29名 (51~70歳の店齢者）

• 内

n、't： Aコース'95年7月17FI~20R 3泊4日

: Iiコース'95年9JI 18日～2183泊4U 

所： YM C Allf f•高原センター

j.t取県n野郡R南町菅ikllf千
皆生温泉鳥取県米 f•市皆生新IJJ3-1-7

容 ：森を知ろう！森を楽しもう！ （ゆた

かな緑の森で心

と身体をリフレ

ッシュ） 野、f:tI視

察 、森林体験

（枝 打ち、圃

伐）、クラフ ト、

キャンプファィヤー、ハイキング等

• 中．催 ： 大阪YMCAllfJ•高原センター大阪事務所

◇設災の後追症を持ちながら、避難所生活・仮設

住宅で姪らす人々、被災地の制限と制約の11

常牛．活から開放された老片：男女が、大l'I然の

下で忠い切り手足をfFllぱし、新鮮な空気を胸

いっばいに吸い込んで、採りたての食物を沢

山食ぺ、歓びを分かち合う仲問と 9半に、 身も心

も哨やかに大いに楽しんだキャンプであった，

ぎ捨てて 1り建に向かって

碩張ります。森林体験は本当に有意義で

した，` 新しい仲間とともに笑いあえて良い思

し、出ができた。」

「家が倒峡して今まで0泣舌真が失くなったc

このキャンプの写真は私の •生の忠l9/110)写

真となりますJというご犬友の笑顔が1印象的

だったっ



6長 田区青少年サマーキャンプ

時 ：Aコース’95年7H31「|-sn2112i「I:i 11 

: Bコース'95年8Jl IO LI ~ 8 J I 1311 3 iU 4「I

所：神戸YMCA沼烏キャンプ場 兵叩

県一．．原郡Iii淡LLLF字沼島

●参加者 ：Aコース63名、 1ぅコース3(）名

• 内 容：水泳、カヌー、ポート、野外料理、魚

釣り、キャンプファイヤーク，~

•主催：西神戸YMCA

"のんびりすごそう＂千供たちがしたいことを

できる限り、(・供たちの好きなようにまた、時

問を忘れるぐらい遊ぶように働きかけた。長

山lメ．に1ittする隙害児5名が含まれており 、健

常児と共に参加

できるプログラ
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• 日

●場

ムが無い中で保

腋者の間でかな

りの関心を得ら

れた。

7北YMCAサンシャインキャンプ

＂寺：＇95年8月23U-26FI3泊4日

●場所：大阪YMCA阿南国際海洋センター

●参加者： 29名、小学生

• 内 容 ：海水浴、カヤ ック、ヨ ット、野外料理、

カヌー、キャンプフ ァイ ヤー、ポー ト、

魚釣り、磯遊び、無人島探険穿

•主催 ： 北YMCA

対象者は悲rl1市、池田市、代rfiidi、川西 Ii、喉

塚市在住・行で阪神・淡路大震災において罹災

ぽ届全壊および‘rs壊）された家l廷0)小学生で
ある。主催者側として、キャンプ実施にあたり、

j'供たちとの触合い・保渡者との会話を目的と

したアンケート閥杏を行った，その結果「子供

たちは湿しい」の一言であった。

• n 

• 日

●場

● |）ヽJ

• 主

容：キャンピング、キャンプファイヤー、

水泳、スカペンジャーハ ント等、グ

ループで話し合ったり、楽しんだり

する過程を人切にプログラムを実施。

i柑：神IiTulCAウエルネスセンクー 打宮

全凡震災を受けている子供たちであるc 仮

「窓、マド」と 11 11ぶ f供「待って！ 」 と 111 | •ぶ子供、

T VO) アニメを見るように震災の様f•を語る

子供がいた。 この

心のストレスを根

U 、....-こ鉦烹~--, ··. '..
.., . , ＇・・． ＂直

気よく解放させる

プログラムを1lh|tl

とともに繰り返す

必要性を感じた。

9．北YMCAサンシャインスキーキャンブ

時：＇96年1月13日～15日2泊3D 

●場 所 ：福井県六呂師スキー場

●参加者：被災した小学牛3年～6年4:．40名

• 内 容：スキー、雪あそぴ、ゲーム大会

復災後、 1年にあたるこの時期に、キャンプを

実施するにあたりスクッフ ・リーダー ・伺緊

張感をも って準備した。実際に会ったこども

達は明る＜索直で、哀災時やその後の状況に

つlヽ てリーダーやほかの友達にも話して＼ヽた。

新たな閑税に1lif向きに立ち向かって tヽ るた＜

ましさを惑じた

• I」

※上記2.3.のフログラムに対して、ら匁菓ギ務局

とな った西宮YMCAへilt務周経費として
'1'300,000. 

巴ーダーシッ項成支出 ¥669,24~ 

1神戸YMCA復興キャンプ

サニーポランティアハウスでの救桜活動に大阪

YMCAの専門学校生が参加、被災地での様々

な救援ポランティア活動を通じて、ポランティ

アやリーダーシップの芥成。

'95年7月23rl-2611大阪YMCAl甜l際＂門学校牛

訂l270~i',OU大阪YNICA社会体育専門学校生

81'1-l ll-71 1 大阪YNICA社会体存~i-1"1学校牛

2名

34名

31名



2．ポランティアコーディネーターのためのマニュアル提供

r:l{l1瀾人40011lt

1992年ハリケーンアンドリューの教illlを待てま

とめられたマニュアルを翻訳、 }JI.I笙した「災沓に

遭った子ど もたちヘー小学校教師のためのマニ

ュアルjを購人しリーダーシップ膝成に役V．てた。

.... 
‘” ．．マ

巳 救援NGO団体活動支援支出 ¥1,500,000.I 

1外国人被災者支援連絡協議会（事務局KCC)

2阪神大箆災地元NGO救援連絡会議

3兵庫県日本語学校就学生留学生等支援の会

（事務局神戸YWCA学院専門学校内）

被災地で特に積極的に外国人、子ども、 1弱齢者、

仮設住宅0)人々への支援を行っている 3つの団

体に対しての皆金桜助2

I (5)事務局経費 ¥972,526. 

①～④0）救援 ’l~業をはじめ、様々な緊急救援、復

典事業を梢極的に・継続的に推進するための人件

費、記録、通信費などの経費。

アメリカ ・北カリフォルニア

日本文化コミュニティセンター

JAPANESE CUL TUAAL AND COMMUNITY 

CENTER OF NORTHERN CALIFORNIA 

(JCCCNC) 

1973年以降、カリフォルニア州にて非営利団体と

してJ紅認されたJCCCNCは、会口、参）j|I者6000名以

上にのぼる北カリフォルニアにおいて、最大のII

系米国人を中心とした位の根の民間糾織であ る，＇

5]名からなる刑事会と8名の常勤職員と小心になっ

て活動している370名以 1：のポランティアによって

迎党されている C サンフランシスコ市のジャバン

タウンにコミ ュニティサー ビスピル、コミ ュニテ

ィホール、 体ti組の施設がある"JCCCNCオーナー

シップカに金名埒会員は、米国r．院議図のダイアン ・
ファインスクイン氏、）Cカリフォルニア大学理事

のリヨ ・ ワダ氏らである 。 現(•I：理事長はカズ ・ マニ

ワ氏で、事務同長はポール・オサキ氏である,1992 

年冬J!flオリンピックのゴールドメダリストである、

クリスティ ・ヤマグチさんもセンターを女援してい

る3 日常活動はLI本文化、芸術のクラスのほかに

子供たちにはスポーツ活動、レクレーシ ョン活動

をおこなっている。毎週2000食以上の昼食をサン

フランシスコの高齢者に提供している。日本企業

や政朴、学会、 文化方面の指渫者を講師に招いての

セミナー、仕食会ももたれている。

今回いち早く救援活動に、［ち上がり、衣料やお

もちゃなど救援物資段ボール600個以上と義援金20

万ドルが大阪YMCAにMiけられた。

このような支援の陰には大阪YMCAの在米事務所

長で元大阪YMCA専任教員の村 1~．健氏の助力に寄

るところが人•

きいことを記

して、感謝の

意を表したい。

⑥収支

JCCCNC義援金¥14,715,000. 

(US$ l 5万ドル1ドル＝¥98で換金）

救援活動支出 ¥ 13,873, 1 87. 

繰越残高(1996年3月31日現在）¥841,813.

1995年ll月、 JCCCNCより新たに5万ドル

(5.115.000円）の寄付をいただきました。

紙面をお借りし、多大の支援と暖かいはげましに

感謝申しあげます。

R
 



ンティア・フォーラム'95

阪神淡路大震災での緊急救桜・復興活動を踏まえ YMC/¥のポランテ ィア活動の意義と展望を話し合う機会を梼っ

た 。 人材育成、ネッ l、ワーク作り｀佑報の収線、整理•発信システムの雁 'ヽr. 、皆金づくり 、 LI常よりのポランティア活

動の実践などの視点から熱心な討議がなされた。

II 時： 1995年10H7「I( 1~) 

会 場：人飯YMCA会飢10|行

-Ii iili ：大阪YMCA会貝括勅委U会

参IJLI人数 ：56名（がうンティ7リーク・-．スク17．一般会貝など）

大阪YMCAボランティア ・フォーラム'95参加者よりの提言

YMCAに求められるこれからのポランティア活動推進キーワード

人材育成

人々の中に芽生えているポランティアの芽をどうffてていくか、コーディネートするfllll()．)人材(f成、また自分で考え、
行動できるポランティアの人材育成の必要付：

ネットワークづくり

TI,/ICAの財疱は 「人である。全l叩1())Th1CAにつながる巾で、多くの人材があり、ネットワークがある。このYMCA

のスケールメリットを最人・[Jしに生かすぺきである"

人の役に立つ、人を動かすための情報の収集、整理、発信システムの確立

資金づくり

マスコミに訴えての効果的な賓金づくり、さまざまな助成団体の効果的なfIllll

HEART TO HEARTのコミュニケーションとしてのポランティア活動の実践

白分のH常、地械、プランチにお1ヽて{njができるかを考え、柑段から地域のIIIでポランティア活動の実践を．．

r ボランティアとは 】
• 相 f•O)側の公情ちゃ欲求は何であるかを考え、 fuJをすぺきかを芳え行動できる人ぐ

（場所やl・I:*の内容がJ11滋できていても同じ）

• 必吸であればグルーフを名［Iみ、良いグループバランスで泊動できる人. (・人で行

勁する時もあるが．いろいろな怠兄を出し介う時また、 jjf;動によってはグルーフt丙

動の方が効]↓のあるll；トが多い）

• り 1手の自立を支援する人．｀ （白分の満足できないことは．りLく引きドがることので

きる人）

・：国をとって行動する人，（自分の．意志で始めることだが歯きだした時に援助され

る人に対するlttIt共に勘く人への責任が,,,.じる）

• 白分がどんな人1111であるか知っている人 （個人でグループを組む島合．嫌しヽな人．合わない人が・人や ：人いますが、よく

見てみると自分に似ている場合が多いことの認識の必疫性 逆に救助される人を見つけた場合は自分自身を知っているこ

とをイi効に利用）

• 自分のライフスクイルに活動を移行できる人 （今同だけでなく II常地域にn分が戻ったときに、尚l1つペーシックに人(J)
援助をしようとする人）

• 人に迷惑をかけないこと ＾ （援助を必咲とする人たちにグル・-プで1州わる時、グルー

プの1|1での協闇性が必要）

助ける と t ヽう奴片ちゃ私がという奴持ちではな く、頭を l‘•げへりくだった息いで丈

えることが大切 復哄するのは彼等

(|証Cは阪神・ 淡路大点災復典協カワークキャンプディレククー神1-,・YMCA近u:li孔建

lりt•ドのオリエンテー シコン より ）

＠ 



外からのお見舞いと支援レター

'•l t界の国から～ありがとうこざいました

ソウルYMC  A Chun Dai Lyun, President 
心からお兒砕いl―l̂Iしあげますやヨハネの黙ホ録の数節を思lヽ おこさせる・共

災ではありますが、この小中はやがて新しい世界を4•-．み出すことと確(,i し

ております。困

さと秩序に地銘

スリランカYM
あなた）iととも

マンダレーYM
マンダレーYM
ためております

パングラデシュ

神がこの曲別の

（レターイik) 

香港・ポヒニア・

大阪0)ワイズメンズクラプが救援のプロジェクトをお持らでしたら、詳

をお知らせください。香港の全クラプが義援令を集めることにしま した。

ささやかな額かもしれませんが、ぜひ協））させてください。

（頭レターリスト・世界のYMCAから）

シンガポール・メトロボリタンYMCA、中旧YMCA阿盟、ヒ海YMCA、西安YMCA.台北YMm、f;itlYMCA、f消YMCA、台切YMCA同
盟、マニラYMC'A、スリランカYMCAliiJ盟、マンダレーYMCA(ミャンマー）．アンマンYMCA（ヨルダン）、ホノルルYMCA、パンクーパ
YMCA (カナダ）．ハノーパーYMCA(ドイツ）．IIいウニーYMC/¥・YWCA

Mr.Davidぐhang（台灼l、呉 建茶 (IIIU)、黄 廿l柑i(II.Il:*1)、付I・ 他(i!(:W)、Mr.Thoma,（米国）．PelcB,,wer (*l'I). B011 C:,;,ey（米国
YMCA Wo1ld Urban Nc1wo1'k)、FredE.Stickncy（米国）、WiJlin,nSutuki（米国）、Paul0逮 1(JCCCNC)、Jon:uhanFong (シンガポール）、
Henry Labaneし世界大都市YネッI・ワーク）、Pm(.011vid John.<（プラッドフォード大学、英I1:l)、Prlぅf.Colin Mcllros（プラッドフ 々 ド大労、
及Iii）、水問 立男（米国）、藤I;{，I宏樹（シンガ；1,.ール）、II＇け l社 （合北） 、 L,Sho匹oa （中 I.EIYMCA全l•I協会1 、 田仝他 (I III*1)

R 
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阪YMCA救援活動

芍祈•タ

l．大阪YMCA義援金(1996年3月31日現在）

祝災後、 fl然発’l：的に協 I]会Li 、教戦Ll.'l~it. H助会．

ツイ ズメンズクラプを始め．各地より投援金がYMCAに

奇せられる おもに緊急救援活勅費、被災家庭学生スカ

うシッフ..1甘宮YMCA救援t繹 ）女材、被災地のこども述の

キ＼•ンフ実施救援団,,..支援などのためにt11 い られるc

人•I阪YMCA;i'-t援令 18、743、7511リ
JCCCNC義援金 14、715、000円(1995年 2n送金）

5、115、000円(1995年11Il送金）

38、573、75ll l l 

※JCCCNC"'-ltカリフ 4ルニアn本文化コミムニテイセンクー

2．阪神大涵災緊急復興募金(1996年3月31日現在）

神JiYMCA1氾屯・ 1り紐lt菜に要する諸岱JII、会館復旧 I:

JI仕：施設 ・設りi(/)條理亀（,蘭品のI肘人、その他地城復興活

動を推進するために全l:iiJYMCAで併金目襟簡を 1億円と

し、神戸YMCA復典支援窮金を実施

この知として大阪YMCAにおいて阪神人媒災緊急復典

妹金を199!'>年4nよりスクート したし

I復郎鐸I 14,826、495lffl 

3．大阪YMCAポランティア動員数

• kl~¼、'MCA束本部救援ポランティアセンクーを通じ

て約1.638名が西宮YMCA、西神戸YMCAでの救拐 ，

復興活勅に参加

1995{「1i-12011-2月2891約 1.638人

l(）0人を越えた11: 1/26. 27. 28 

50人を越えたLI: 1/23, 25. 29. 2/2. 4, 5 

;g l泊丑数字は、あくまでもKIiiYMC A東小沿．救況；ドランテ fアセ
ンクーを近してポランティア活動にな!JIした人＆ J;.(後． jは州協
}Jキャンプの＇k和でポランチ9-I'が活躍した．

• 「応援する 9li民の会」 大阪W1CA•li務9;-J を通してポラン

ティア登録活勅打数約l384名披災者及び家朕受人れホ

ス トフ ァミリ ーft鉗件数33811•セ ッテ｛ング件数1611~

1緊急物資
被災地での配述菜．脩が復活する2ll,1パ・IJ頃まで大阪

YMCAに教職U、ワイズメ ンズクラプ、ポランティア協

会．I-ti休、教会、生協、 •般個人など全国各地はもとより

海外から救援物資がf.lSまった，

|1995年1月2On~2月巾旬頃計323i‘t-|

紫急物汽（カイロ囮池．ガスコンロ、テント、ピニールシ

ートなど）.H常生活用品（医姑品、投理ffl品、おしめ、 l、イ

レッ l・ベーパーなど）、衣類（毛糸、 l‘.ttなど）、食料（飲料

水｀米など）、迎附川1'ii'1（自転車．50CCパイク． トラックな

ど）などたくさんの品々が寄せられた，

編集後記
認災後早くも 1年が過ぎましたが、被災地では復典の足音と ともに、ますます11:¥J題が複雑化し、被災者の仕宅や牛ill・
の問題をはじめ課囮が111梢しています,1 3 0 万人ともいわれた•般I|itしポランティアやグルーブの励ましや女松

がこの現状を切り1}りき、自治体や政府のサボー トを引き出す））となることを閉待してますe

大阪 YMCA が今回の衷災にあたり多くのかたがたの支援を得ながら救採 ・ 復陳活動にあたりましたのも 1~年の Y

MCAの活動の栢み屯ねや人ttil的なつながり・ネ ッI・ワークのおかげだと考えています。

この活動報告因にのらないものが多々あり不 l•分かと思いますが、活動の 寸乱を糾介させていただき、あわせて今後

の貨重な体験のft料として頂けれぱ幸いです。報告h作成がおそくなりました。BI(1iですがおわびいたします。
今回の報出古作成にあたり、ポランティアの稲厄康＋さんには特に組瓜からワープロ打ちまでご協）Jしヽたださ感謝

しています。

大阪YMCAでは、 18 8 2年（明治 15年）Ollt．以来ポランテ｛アアソシエーションとしての開かれた1l・j民活勅を

展開してきましたが、 2l世紀を目前にして、YMCAの使命・1―|（内の実現にむけ私たちが共に歩むことを始めたい

と思います

発行： （財）大阪キリスト教青年会（大阪YMCA)

〒550大阪市西区土佐堀1-5-6
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～復興を願って～ 作：猪瀬正雄

切り絵 ・ラインの館（神戸・北野）

よ


